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創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民
生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
を

「
活
気
に
満
ち
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

流 山 市 長

眉山　俊光

杜のアトリエ黎明

新しい文化活動の拠点とし

て「杜のアトリエ黎明」が昨年

10月10日にオープンしまし

た。壁面照明や移動式の展示

パネルを備えた展示室があ

り、市民の作品発表の場や絵

画・工芸等の学習の場として

無料で利用できます。利用申

し込みは１月４日から。お気

軽にご利用ください。問い合

わせは150-3536へ。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
十
四
年
の
新
春
を
ご
健
勝

の
う
ち
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
を
迎
え
、

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
各

種
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
が

待
ち
望
ん
で
い
る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
平
成
十

七
年
度
の
開
業
に
向
け
て
市
内
各
所
で
高
架
橋
な
ど
の

本
格
的
な
工
事
が
、
ま
た
、
鉄
道
の
建
設
に
合
わ
せ
て

沿
線
の
土
地
区
画
整
理
事
業
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
衛
生
的
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
新
し

い
ご
み
焼
却
施
設
、
そ
し
て
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も
計
画

に
沿
っ
て
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
各
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
地
権
者
並
び
に
周
辺
住

民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
事
業
の
早
期
完

成
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
て
市
の

財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改

革
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
創
意
と
工
夫
を
凝

ら
し
、
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
行
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

流山市議会議長

伊 原 　 優

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
市
政
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
市

議
会
運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
独
自
の「
六
段
階
方
式
」の
介
護
保
険
制
度

の
導
入
、
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
や
訪
問
理
美
容
事
業

の
実
施
、
さ
ら
に
は
少
子
化
対
策
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
活
用
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
民
間
活
用
に
よ
る
駅
前
保
育
所
事
業
な
ど

が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
本
市
を
は
じ
め
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
行
財
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
本
市
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整

備
等
の
関
連
事
業
や
電
子
市
役
所
、
Ｉ
Ｔ
教
育
等
、
市

民
生
活
に
密
着
し
た
各
種
事
業
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
議
会
の
活
性
化
と
合
わ
せ
て
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
新
し
い
時

代
の
要
請
に
こ
た
え
、「
活
気
に
満
ち
た
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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７
・
15

市
の
木
に
「
つ
げ
」、

市
の
花
に「
つ
つ
じ
」

を
決
定

７
・
８

市
民
プ
ー
ル
が
文
化

会
館
隣
に
オ
ー
プ
ン

４
・
１

武
蔵
野
線
開
通
で
南
流
山
駅
が
開
駅

４
・
１

「
広
報
な
が
れ
や
ま
」が
新
聞
折
り
込
み
で
宅
配
開
始

６
・
１

新
消
防
庁
舎
が
三
輪
野
山
に
完
成
し
業
務
を
開
始

２
・
23

八
木
北
小
学
校
音
楽
部
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
重
奏
が
日

本
一
に

８
・
14

江
戸
川
で
灯
ろ
う
流
し
・
花
火
大
会
が
20
数
年
ぶ
り

に
復
活

１
・
１

市
制
施
行
、
県
下
20
番
目
の
市
と
な
る

（
市
の
人
口
４
２
’
６
４
９
人
）

昭
和

42
年

昭
和

46
年

47
年

48
年

49
年

50
年

51
年

昭
和

53
年

54
年

55
年

56
年

57
年

平
成

元
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

６
・
１

市
立
図
書
館
・
郷
土
資
料
館（
現
・
市
立
博
物
館
）オ
ー

プ
ン

11
・
４

第
１
回
市
民
ま
つ
り

開
催

１
・
23

赤
城
神
社
の「
大
し
め
縄
行
事
」を
市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定

２
・
17

市
の
人
口
10
万
人
を

突
破
、
県
下
10
番
目

の
10
万
都
市
に

６
・
１

北
千
葉
浄
水
場
が
給

水
を
開
始

８
・
25

市
高
齢
者
事
業
団
が

設
立
さ
れ
る

10
・
22

台
風
24
号
が
襲
来
し

坂
川
、
上
富
士
川
流

域
で
床
上
、
床
下
浸

水
が
続
出
（
災
害
救

助
法
を
適
用
）

１
・
15

市
制
施
行
15
周
年
を
記
念
し
た「
市
民
の
歌
」が
完
成

９
・
12

台
風
18
号
の
影
響
で
床
上
116
戸
、
床
下
1000
戸
の
被
害
。

83
人
が
避
難
所
で
一
夜
を
明
か
す
。
207
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
記
録
的
降
雨
量

９
・
１

外
国
人
青
年
を
招
い
て
の
英
語
指
導
が
中
学
校
で
ス

タ
ー
ト

４
・
１

利
根
運
河
が
通
水
100
年
を
迎
え
、
運
河
水
辺
公
園
で

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

５
・
27

第
１
回
市
民
音
楽
祭
を
開
催

５
・
３

’91
流
山
ト
ー
テ
ム
ポ

ー
ル
国
際
大
会
が
５

日
ま
で
総
合
運
動
公

園
で
開
か
れ
る

６
・
１

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
」が
オ
ー

プ
ン

３
・
26

常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
流
山
有

料
道
路
が
開
通

10
・
10

第
１
回
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催

４
・
１

市
役
所
の
申
請
書
な
ど
150
種
類
が
印
か
ん
不
要
に

10
・
１

市
内
公
共
施
設
間
循
環
バ
ス
を
試
験
運
行

10
・
28

常
磐
新
線（
現
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）の
起
工
式

が
秋
葉
原
駅
前
で
行
わ
れ
る

平成14年１月１日（火曜日） (2)第1009号

市制施行。県下20番目の新都市誕生（昭和42年）

３日間にわたる大イベント「トーテムポール国際大会」
（平成３年）

10万人目の市民となった松本大輔ちゃん
（昭和54年）

第１回市民まつりのパレード
（昭和53年）

台風24号で坂川がはんらん
（昭和56年）

市民プールがオープンし、夏休みは
子どもたちでいっぱい（昭和47年）

「デューク・エイセス」による市民の
歌のレコーディング風景
（昭和57年）

武蔵野線が開通。南流山駅開駅（昭和48年）

常磐自動車道流山インターチェンジ開通（平成４年）

住
宅
地
が
造
成
さ
れ
、
道
路
が
で
き
、
市
の
人
口

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
も
進
み
、
ま
ち
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
輪
が
広
が
り
、
豊
か
な
緑
の
中
に
、
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

日
本
一
の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル



５
・
20

流
山
市
民
音
頭
、
新

流
山
小
唄
が
出
来
る

11
・
１

専
用
救
急
車
で
救
急

業
務
を
開
始

12
・
27

東
・
西
初
石
が
誕
生

４
・
５

市
の
人
口
５
万
人
を

突
破

７
・
16

文
化
会
館
が
オ
ー
プ
ン

２
・
10

こ
う
の
す
台
と
富
士

見
台
が
誕
生

４
・
20

常
磐
線
と
千
代
田
線
が

相
互
乗
り
入
れ
開
始

昭
和

42
年

43
年

44
年

45
年

46
年

昭
和

51
年

52
年

(3) 平成14年１月１日（火曜日） 第1009号

11
・
７

総
合
運
動
公
園
内
に
市
民
総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
、

Ｄ
51
蒸
気
機
関
車
を
一
般
開
放

１
・
14

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

市
民
憲
章
を
制
定

福
島
県
相
馬
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

12
・
22

鰭
ケ
崎
の「
お
び
し
ゃ
行
事
」と
三
輪
野
山
の「
ヂ
ン
ガ
ラ

餅
行
事
」を
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

昭
和

58
年

59
年

60
年

61
年

62
年

63
年

４
・
27

県
立
流
山
青
年
の
家
オ
ー
プ
ン

７
・
27

ゲ
リ
ラ
雷
雨
急
襲
、
卵
大
の
降
ヒ
ョ
ウ
で
南
部
地
域

に
被
害
集
中

１
・
19

16
年
ぶ
り
の
大
雪
、
市
内
23
セ
ン
チ
の
積
雪

１
・
24

流
山
市
域
の
常
磐
自
動
車
道
開
通

４
・
28

在
日
オ
ラ
ン
ダ
公
使

を
招
い
て
ム
ル
デ
ル
碑

の
除
幕
式

３
・
10

流
山
警
察
署
が
開
署

４
・
28

全
国
初
の
自
校
複
合

方
式
に
よ
る
中
学
校

給
食
が
ス
タ
ー
ト

１
・
１

平
和
都
市
を
宣
言

１
・
17

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
和
の
像
を
披
露

３
・
27

市
役
所
新
庁
舎
と
新

保
健
セ
ン
タ
ー
の
合

同
落
成
式
が
行
わ
れ

る

５
・
17

流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
誕
生

４
・
28

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

利
用
し
て
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催

平
成

７
年

８
年

９
年

10
年

11
年

12
年

13
年

４
・
５

一
茶
双
樹
記
念
館
が

オ
ー
プ
ン

５
・
15

市
役
所
で
分
煙
を
ス

タ
ー
ト

４
・
10

森
の
図
書
館（
北
部
地

域
図
書
館
）が
オ
ー
プ

ン

10
・
１

市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

５
・
17

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

長
野
県
信
濃
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結

10
・
１

廃
棄
物
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
５
種
分
別
収
集
ス

タ
ー
ト

５
・
15

市
内
で
常
磐
新
線（
現
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）着

工
、
南
流
山
で
安
全
祈
願
祭

４
・
１

流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
業
務
開
始

７
・
１

市
の
人
口
15
万
人
を
突
破
。
県
下
10
番
目
の
15
万

都
市
に

４
・
１

市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

４
・
15

家
庭
ご
み
の
祝
日
収
集
が
ス
タ
ー
ト

４
・
１

Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト

10
・
10

杜
の
ア
ト
リ
エ「
黎
明（
れ
い
め
い
）」が
オ
ー
プ
ン

市民音頭コンクールも開催（昭和42年）

ムルデル碑の除幕式（昭和60年）

一茶双樹記念館がオープン（平成７年）

市民オーケストラ「流山フィル」の第１回定期演
奏会（昭和62年）

毎回好評のサロンコンサート

文化会館オープン。「家族そろって歌
合戦」の公開録画（昭和44年)

常磐新線着工に向け、安全祈願祭（平成10年）

夏の風物詩「流山花火大会」
20数年ぶりに復活（昭和51年）

男の子が夢中になったのがメンコやベ

ーゴマ。丸メンコのほか、長方形の長メ

ンコなどもあり、絵柄も時勢や流行を反

映していて興味深い。人気漫画のキャラ

クターや野球選手のメンコが人気だっ

た。ベーゴマは洗面器やバケツに布をか

ぶせた「とこ」の上でベーゴマを回し、相

手を弾き飛ばして自分のコマをどれだけ

長く回せるかを競った。きらきら光る色

とりどりのおはじきは女の子の宝物で、

１人でも遊べるけれどたいていは２～３

人で遊んでいた。今では驚くほど高額な

値が付くものもあるブリキのおもちゃだ

が、昔は身近なおもちゃだった。明治初

期に廃材を利用し安価に作られたのが始

まりで、乗り物や人形などいろいろなも

のが作られ、技術も向上。昭和30年代

には品質もよくなり、電池を使ってライ

トがついたり、動きも楽しくなって全盛

期を迎えるが、その後プラスチック製品

の登場により、勢いも衰えていく。

ベーゴマもメンコもおはじきも学校で

禁止されることもあったが、駄菓子屋の

店先や通りの一角、あるいは庭の片隅で、

子どもたちはよく群れては遊んでいた。

時代の変化と共に、子どもたちの遊びや

生活もこの数十年で大きく変わった。

メンコ ベーゴマ

ブリキのおもちゃ

竹馬 小学校の教科書やノート

馬乗り ゴム跳び

平和都市宣言�

流
山
市�

　
私
た
ち
は
、
平
和
と
繁
栄
を
市
民
憲
章
に
う
た
い
、
「
豊
か
で
活

力
の
あ
る
文
化
都
市
」
流
山
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。�

　
私
た
ち
の
国
は
、
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被
爆
国
と
し
て
、
広

島
・
長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被
爆
者
の
苦
し
み
を
す
べ
て
の
人
び
と

に
訴
え
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
恒
久
平
和
を
達
成
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。�

　
私
た
ち
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
精
神
に
の
っ
と
り
、
武
力
に
よ

る
紛
争
を
な
く
し
非
核
三
原
則
を
ま
も
り
、
す
べ
て
の
核
兵
器
を
す

て
る
こ
と
を
訴
え
、
世
界
平
和
確
立
の
た
め
、
こ
こ
に
平
和
都
市
を

宣
言
す
る
。�

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日�

平成13年12月１日現在の
人口と予算

人口・世帯

合計＝151,386人 （前月比56人増）

男＝ 75,058人 （ 同　52人増）

女＝ 76,328人 （ 同 4人増）

世帯＝ 54,557世帯（ 同78世帯増）

予　算

一 般 会 計＝38,221,089千円

特別・企業会計＝32,345,490千円
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絵
の
具
の
に
お
い
が
漂
う
部
屋

の
中
に
は
、
描
き
か
け
の
絵
と
絵

筆
、
壁
に
は
数
々
の
絵
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

「
昔
は
、
旅
行
な
ど
に
は
行
け

な
か
っ
た
か
ら
、
近
所
の
風
景
を

描
く
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
た

だ
、『
今
の
流
山
の
風
景
を
描
く

だ
け
で
も
こ
の
先
、
貴
重
な
も
の

に
な
る
か

ら
』
と
言
っ

て
く
れ
る
人

が
い
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
意
識
し

て
市
内
の
風
景
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
」

鈴
木
さ
ん
は
、
江
戸
川
沿
い
で

生
ま
れ
育
ち
、
区
画
整
理
に
よ
っ

て
今
の
住
ま
い
に
移
り
ま
し
た
。

「
昔
の
江
戸
川
は
も
っ
と
水
量

が
あ
っ
て
、
葦
が
た
く
さ
ん
生
え

て
い
た
ん
で
す
よ
。
葦
の
間
を
船

に
乗
っ
て
こ
い
で
い
く
と
、
と
て

も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
私
も
よ
く

行
っ
た
も
の
で
す
。
今
と
は
全

然
違
う
風
景
で
す
ね
。
江
戸
川
を

描
い
て
も
、
つ
ま
ら
な
い
よ
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
自

分
は
江
戸
川
の
そ
ば
で
暮
ら
し
て

き
た
か
ら
、
他
の
人
に
は
な
い
思

い
入
れ
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

棚
に
は
、
描
き
た
め
た
絵
の
フ

ァ
イ
ル
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

何
気
な
い
風
景
や
今
は
も
う
な
い

建
物
な
ど
、
一
枚
一
枚
め
く
り
な

が
ら
話
は
尽
き
な
い
。
今
は
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
で
誰
も
が
簡
単
に「
思

い
出
の
風
景
」を
残
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が

そ
の
風
景
を
克
明
に
自
分
の
目
に

焼
き
付
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
に
は
、
ふ

る
さ
と
の
風
景
を
見
つ
め
続
け
て

き
た
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

「
昔
の
江
戸
川
の
風
景
は

今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
」

この35年を振り返ると、ほこりだらけの砂利道は見違え
るようにきれいになり、市内には住宅が建ち並ぶようになり
ました。今では当たり前のように見慣れた風景もほんの数十
年前はまったく別の風景だったのです。これまでの歴史を振
り返ることは、これから未来へ向けて、私たちに何ができる
か、何を残せるかを考える第一歩なのです。

ま
ち
の
風
景
の
移
り
変
わ
り

上の絵は昭和40年ごろに描いた作品で、
下の絵は同じ場所から現在の風景を描い
たもの。上の絵には中心奥にみりん工場
の蒸留塔が、右手前には土管で作られた
酒屋の煙突が描かれているのが分かる

当時の写真では、魚

屋や食料品の店などが

軒を並べています。現

在では、ほとんどの店

が様変わりしました。

また、現在は車の利用

が目立ちます。

現　在

昭和40～42年ごろ

松ケ丘商店街

当時は砂利道で

建物もまばらだっ

た市道も今ではす

っかり舗装され、

街もにぎやかに。

西平井、
平和台３丁目

鈴木 新平さん（88歳）

小学生のころから絵が

好きで、洋画家の故笹

岡・秋元夫妻に師事。流

山の風景を今も描き続け

ている。流山カルタの絵

札も手掛けた

（流山２丁目在住）

昭和42年ごろ

昭和36～39年ごろ

現　在

昭和40～42年ごろ
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昨
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
市
立
博
物
館
の
展
示

室
に
昭
和
三
十
年
代
当
時
の
住
宅

が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
住
宅

は
、
流
山
市
が
現
在
の
よ
う
な
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
る
先
駆
け
と

な
っ
た
江
戸
川
台
団
地
を
モ
デ

ル
に
し
た
も
の
で
す
。

相
澤
さ
ん
と
川
又
さ
ん

は
、
江
戸
川
台
団
地
の

第
一
期
入
居
者
と
し
て

流
山
に
転
居
、
当
時
を

よ
く
知
る
方
々
で
す
。

相
澤「『
緑
の
文
化
都
市
』

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
造
成
さ
れ
た
ん

で
す
が
、
実
際
に
来
て

み
る
と
大
変
で
し
た
。

家
は
新
し
い
け
れ
ど
、

道
路
は
砂
利
道
だ
し
、

網
戸
が
な
い
か
ら
、
夏

に
電
気
を
つ
け
る
と
虫

が
わ
ー
っ
と
飛
ん
で
き

た
も
の
で
す
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
こ
ろ
、
台
風
が

来
て
、
雨
漏
り
は
す
る

し
、
道
路
は
泥
だ
ら
け

に
な
る
し
…
」

川
又
「
そ
う
で
し
た
ね
。

あ
の
こ
ろ
、
我
々
の
父

の
世
代
の
人
が
一
生
懸

命
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
無
報
酬
で
害
虫
駆

除
か
ら
木
の
剪
定
ま
で

み
ん
な
率
先
し
て
や
っ

て
く
れ
た
も
の
で
す
」

相
澤
「
今
で
は
、
江
戸

川
台
は
住
み
や
す
い
町

と
い
う
評
価
を
得
て
い

ま
す
が
、
自
然
に
今
の

町
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
ん
で
す
。
住
民
た
ち

が
自
分
の
町
を
愛
し
て
、
よ
く
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、

み
ん
な
で
団
結
し
て
問
題
を
解

決
し
て
き
た
こ
と
で
、
今
の
住
み

や
す
い
団
地
が
あ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」

川
又
「
入
居
当
時
は
入
居
基
準
枠

が
あ
っ
た
の
で
、
生
活
水
準
が
同

じ
だ
っ
た
か
ら
、『
お
米
が
な
い

か
ら
貸
し
て
』な
ん
て
こ
と
が
あ

る
東
京
の
下
町
み
た
い
な
良
い
雰

囲
気
で
し
た
。
自
分
の
子
ど
も
も

隣
の
子
ど
も
も
同
じ
よ
う
に
育
て

た
り
し
て
、
そ
の
点
は
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
ね
」

二
人
の
言
葉
に
は
、
年
を
重
ね

て
き
た
人
に
し
か
言
え
な
い
重
み

と
、
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
確

か
な
自
信
、
そ
し
て
我
が
町
へ
の

思
い
が
満
ち
て
い
る
。

い
ま
一
度
、
流
山
に
住
ん
で
い

る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た

ち
の
ま
ち
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
、
気
持
ち
を
行
動
に
移
す
こ
と

で
、
ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
。

昭和30年代当時の復元住宅の
前で（市立博物館展示室）

現在は、一日中車の往来が途切れることがなく、

また歩行者・自転車の安全を確保するための専用の

橋も隣に架けられています。当時の写真では、写真

の左端に木造の旧流山橋が見えますが、現在は、江

戸川にその橋げたが小さく残されているのみです。

現　在

現　在

現　在現　在

流山橋（三郷市側から）

県道松戸・野田線沿いの流山３・４丁目を５丁目

から撮影。交通量の増加に合わせ、信号機や横断歩

道なども整備されました。

流山３・４丁目

区画は当時の面

影を残しています

が、ほとんどの家

は平屋建てから二

階建てに建て替え

られています。ま

た、街路樹も植え

られ、緑化も進め

られています。

江戸川台東
１丁目

昭和40～42年ごろ

当時の写真は、

山林を切り開いた

ばかりのもの。現

在は、流山方面と

初石方面を結ぶ道

路として多くの人

や車が行き交いま

す。

三輪野山
（茂侶神社前）

相澤 幸男さん（77歳）

現役時代のノウハウを

生かし、自治会ニュース、

江戸川台自治会35周年記

念誌の発行に尽力

（江戸川台東１丁目在住）

川又 継夫さん（75歳）

市立博物館に展示され

ている住宅のモデルとな

った当時の住宅に愛着を

持って住み続けている

（江戸川台東１丁目在住）

昭和41年ごろ（鈴木文子さん所蔵）

「当時はお米がないから貸して、なんて
言えるような下町の雰囲気でしたよ」（川又）

「住みよい町にしたいという住民の思いが
あってこそ、今の町があるんです」（相澤）



消
防
の
事
始
め
を
祝
う
新
春
恒

例
の「
消
防
出
初
式
」を
今
月
十
二

日
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
消
防
職
員
や
消
防

団
員
な
ど
約
六
百
人
と
消
防
車
両

約
三
十
台
が
参
加
し
、
消
防
訓
練

の
演
技
を
披
露
す
る
ほ
か
、
消
防

業
務
に
功
績
の
あ
っ
た
方
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
当
日

午
前
七
時
、
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
「
火
災
予
防
」
を

市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
火
災
発
生
と
間
違
わ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
１
月
12
日
g

10
時
〜

（
消
防
演
技
は
11
時
25
分
ご
ろ
〜
）

▽
会
場
＝
文
化
会
館

□
消
防
総
務
課
1
58
―
０
１
１

９
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成 人 式 �成 人 式 �

実行委員の
関　淳一郎さん

児童館・センター�
　開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童セン
ターへお問い合わせください�

向小金児童センター�

1７３－９３２０�

�

江戸川台児童センター�

1５４－３０２６�

�

駒 木 台 児 童 館 �

1５４－４８２１�

�

十太夫児童センター�

1５４－５２５４�

会　　　場� 日  程 ・ 催 し 物 �

１／ ８C　お正月かるた大会�

１／12G　どんど焼き�

１／12G　どんど焼き�

１／12G　ジャンボかるた大会�

市職員を募集中
１月２日に46chで

【ヂンガラ餅行事】
▽日時＝１月13日a

13時～▽場所＝茂侶神
社（三輪野山）

【鰭ケ崎おびしゃ行事】
▽日時＝１月20日a

14時～▽場所＝雷神社
（鰭ケ崎）

※見学は地元の方の迷惑にならないよう、マナーを守ってください

市指定無形民 俗文化財

問

平成14年４月１日採用予定の流山市職員

（保健婦・士、作業員および調理師。募集人

員はいずれも若干名）の受験の申し込みを１

月10日まで受け付けています。

受験手続き、受験資格、試験日程等につい

ては、広報ながれやま12月15日号をご覧に

なるか、人事課まで問い合わせください。

□人事課150 －６０６８問

松 戸 市

柏 　 市

我 孫 子 市

2002年ニューイヤーコンサート「華麗なるオペラアリ

アとウイーンの調べ」

▽日時＝１月19日g15時（開演）～▽場所＝森のホール

21▽出演＝大町陽一郎（指揮）、アン・ヒュンユル（テノー

ル）ほか▽入場料＝3000円（学生1500円）※全席指定

□森のホール21チケットセンター1047－384－3331

結城座「江戸糸あやつり人形芝居」～ときめき夢劇場～

▽日時＝２月８日f18時（開場）～▽場所＝アミュゼ柏

▽入場料＝4000円※全席指定

□柏市文化課167－1494

宝くじサウンドスペシャル～東京ポップスオーケストラ

～「服部克久と夢のひととき」

▽日時＝３月16日g18時（開場）～▽場所＝我孫子市民

会館▽入場料＝3500円（Ｓ指定）、3000円（Ａ指定）、

2500円（Ｂ自由）※Ｂに限り高校生以下2000円

□我孫子市文化課185－1151

このコーナーは、近くのまちで
行われる催し物の情報を皆さんに
お知らせするため、毎月掲載して
います。
近くまで出かけたときなどに

「ぶらっ」と立ち寄ってみてはい
かがですか。

問

問

問

こ
と
し
成
人
を
迎
え
る
若
者
の

新
し
い
門
出
を
祝
う
「
二
十
歳
を

祝
う
つ
ど
い
」（
成
人
式
）を
今
月

十
四
日
-
午
前
十
時
三
十
分（
受

け
付
け
は
十
時
〜
）
か
ら
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
す
。
市
内
各
中
学

校
を
卒
業
し
た
三
十
一
人
の
成
人

式
実
行
委
員
が
式
典
を
進
行
し
ま

す
。今

回
、成
人
式
を
迎
え
る
方
は
、

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
同

五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
市
内
で
は
二
千
四
十

五
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
す
で
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
届
い
て

い
な
い
方
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

方
も
出
席
で
き
ま
す
。

な
お
、
会
場
は
駐
車
場
が
狭
い

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

□
社
会
教
育
課
1
50
―
６
１
０

６

日
、
江
戸
川
河
川
敷
野
球
場
で
開

か
れ
ま
す
。

市
販
の
た
こ
、
手
作
り
だ
こ
の

ど
ち
ら
で
も
参
加
で
き
、
た
こ
の

揚
が
り
具
合
や
出
来
具
合
を
競
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
作
っ

た
手
作
り
だ
こ
を
対
象
に
し
た
団

体
賞
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
に
は
、
温
か
い

豚
汁
と
も
ち
の
無
料
配
布
も
あ
り

ま
す
。

▽
日
時
＝
１
月
20
日
a
10
時
〜

12
時
30
分
▽
場
所
＝
江
戸
川
河
川

敷
野
球
場
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
青
少
年
課
へ
※

当
日
参
加
も
可

□
青
少
年
課
1
50
―
６
１
０
７

親
子
た
こ
あ
げ
大
会（
市
青
少

年
育
成
会
議
主
催
）が
今
月
二
十

消防出初式�消防出初式�

たこあげ大会�たこあげ大会�

実行委員の
米田　朱里さん

１月14日。
みんなに会いに
来てよ！

私たちも、
みんなに会えるのを
楽しみにしています

問問

【
書
道
展
（
４
日
F
〜
31
日
E)

】

市
文
化
協
会
書
道
部
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

【
四
季
の
花
々
展
（
７
日
B
〜
11
日
F)

】

「
雅
の
春（
み
や
び
の
は
る
）」を
テ
ー
マ

に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。社

会
教
育
課
1
50
―
６
１
０
６

問

今月の展示
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー



★「
新
春
」豚
汁
と
み
ん
な
で
走

ろ
う
会
パ
ー
ト
31

市
教
育
委
員
会
と
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
で
は
、

今
月
六
日
に「『
新
春
』豚
汁
と
み
ん

な
で
走
ろ
う
会
パ
ー
ト
31
」を
東
深

井
地
区
公
園
で
開
き
ま
す
。

体
力
別
に
分
か
れ
て
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や「
走
る
の
は
ち
ょ
っ
と
苦

手
」と
い
う
人
も
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
ク
ラ
ス
な
ど
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
た
後

に
は
、
み
ん
な
で
豚
汁
を
食
べ
ま

す
。

▽
日
時
＝
１
月
６
日
a

８
時
〜

10
時（
受
け
付
け
は
７
時
40
分
〜
）

※
雨
天
中
止
▽
場
所
＝
東
深
井
地

区
公
園
▽
内
容
＝
２
キ
ロ
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
体
力
ア
ッ
プ
運
動
、
ク

ラ
ス
別
ウ
オ
ー
ク
・
ジ
ョ
グ
ほ
か

▽
参
加
費
＝
１
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
タ
オ

ル
、
着
替
え
持
参

□
社
会
体
育
課
1
59
―
１
２
１

２
★
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
体

力
ア
ッ
プ
講
習
会

六
十
五
歳
前
後
で
、
健
康
な
体

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ど

を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
の
体
育
指
導
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
方
も
合
わ
せ
て
募
集

し
ま
す
。

▽
日
程
＝
１
月
19
日
〜
３
月
23

日
の
土
曜
（
全
10
回
）
▽
時
間
＝

10
時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝
東
深

井
福
祉
会
館
▽
定
員
＝
30
人
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
１
月
５
日
か
ら
電
話
で
社

会
体
育
課
へ

□
社
会
体
育
課
1
59
―
１
２
１

２
★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体
力
ア

ッ
プ
講
習
会

仕
事
の
後
の
運
動
で
い
い
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
も
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▽
日
程
＝
１
月
10
日
〜
３
月
14

日
の
木
曜
（
全
10
回
）
▽
時
間
＝

19
時
〜
20
時
30
分
▽
場
所
＝
流
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対
象
／

定
員
＝
30
〜
50
歳
く
ら
い
の
方
／

50
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
１
月
５
日
か
ら

電
話
で
社
会
体
育
課
へ

□
社
会
体
育
課
1
59
―
１
２
１

２
第
22
回
新
春
百
人
一
首
か
る
た

大
会
＝
１
月
20
日
a

９
時
30
分

（
受
け
付
け
）
〜
、
初
石
公
民
館
。

競
技
の
部
（
市
長
杯
）
と
親
睦
の

部
。
参
加
費
２
０
０
円
、
昼
食
は

持
参
□
高
橋
1
54
―
６
９
０
８

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
啓
発

運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に「
選
挙
啓
発
書
き
初
め
」

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
書
き
初
め
は
、
お
正
月
に

合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
こ
と
し
も
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▽
大
き
さ
＝
①
小
学
生
…
縦
83

㎝
×
横
21
・
５
㎝
②
中
学
生
…
縦

１
３
０
㎝
×
横
36
㎝
▽
テ
ー
マ
＝

小
学
１
年
生
…
ゆ
め
／
同
２
年
生

…
せ
い
け
つ
／
同
３
年
生
…
白
ば

ら
／
同
４
年
生
…
正
し
い
一
票
／

同
５
年
生
…
大
き
な
期
待
／
同
６

年
生
…
明
る
い
選
挙
／
中
学
１
年

生
…
投
票
参
加
／
同
２
年
生
…
国

民
主
権
／
同
３
年
生
…
民
主
政
治

▽
応
募
方
法
＝
作
品
に
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
を
記
入
し
、
各
学
校

ご
と
に
応
募
者
名
簿
を
添
え
て
、

今
月
十
一
日
ま
で
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
▽
賞
＝
入
賞
者

に
賞
状
と
副
賞
、
応
募
者
全
員
に

参
加
賞
※
応
募
作
品
は
、
選
挙
啓

発
に
活
用
し
ま
す
の
で
返
却
は
で

き
ま
せ
ん

□
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
50
―
６
１
０
０

市
内
の
農
業
従
事
者
が
、
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
権
と
被
選
挙

権
を
得
る
た
め
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
人
名

簿
へ
の
登
載
申
請
期
限
は
、
今
月

十
日
ま
で
で
す
。

十
一
月
に
配
布
し
た
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
家
組

合
長
を
通
じ
て
市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
昭
和
57
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
、
ま
た
は
、
同
居
の
親
族
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方

□
市
農
業
委
員
会
事
務
局
1
50

―
６
１
０
２

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

成
人
に
な
る
と
多
く
の
権
利
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
同
時
に
義
務

も
生
じ
ま
す
。
国
民
年
金
へ
の
加

入
も
そ
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
運
営
し
て

い
る
制
度
で
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
の
と
き
は
老
後
の
生
活

な
ど
、「
ま
だ
ま
だ
先
」
と
思
い

が
ち
で
す
が
、必
ず
老
年
を
迎
え
、

国
民
年
金
は
老
後
生
活
の
所
得
保

障
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
い
人
生
の
間
に
は
①

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
②
夫
を
亡
く
し
て
母
子

世
帯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
―
―
な

ど
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
「
も
し
も
…
」
の
と

き
に
も
、
加
入
者
本
人
や
遺
族
の

支
え
に
な
り
ま
す
。

※
加
入
の
手
続
き
は
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
出
張
所
で

□
国
保
年
金
課
1
50
―
６
１
１

０

(7) 平成14年１月１日（火曜日） 第1009号

場　　　所�相　　談� 日　　　時� 問い合わせ�

市 民 相 談 �

�

�

�

�

合 同 相 談 �

税 務 相 談 �

�

�

�

�

�

�

外 国 人 相 談 �

�

�

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

�

�

育 児 相 談 �

高年齢者職業・パート相談�

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

幼児ことばの相談室�

�

�

年 金 相 談 �

市 民 相 談 室 �

�

�

�

�

―――――――�

市 民 相 談 室 �

�

�

�

�

�

�

〃�

�

�

消 費 生 活 セ ン タ ー �

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

�

�

子育て支援センターゆうゆう�

勤労者総合福祉センター�

ケ ア セ ン タ ー �

教 育 研 究 室 �

青少年指導センター�

つ ば さ 学 園 �

ケ ア セ ン タ ー �

向 小 金 福 祉 会 館 �

江 戸 川 台 福 祉 会 館 �

―――――――�

同相談室158-1616�

�

�

�

�

〃�

〃�

�

�

�

�

�

�

〃�

�

�

同センター158-0999�

同相談室158-4144�

障害者支援課150-6081�

�

�

�

同センター相談室155-5885�

社会福祉協議会159-4735�

指導課150-6105�

同センター相談室158-7830�

同学園154-4822�

障害者支援課150-6081�

�

�

国保年金課150-6110

平和台保育所158-1435 ／江戸川台保育所�

152-0648 ／向小金保育所174-8853

毎週月～金曜  ９：00～17：00�

�

�

�

�

今月は開催しません�

今月は開催しません�

�

�

�

�

�

�

今月は開催しません�

�

�

毎週月～金曜  ９：30～16：00�

毎週月～金曜 10：00～16：00�

毎週月～金曜  ８：30～17：00�

�

�

毎週月～金曜  ９：30～16：30�

毎週火～金曜  ９：00～16：00�

毎週水曜 10：00～15：00�

毎週月～金曜  ９：00～16：30�

毎週月～金曜  ９：30～16：30�

毎週月～金曜  ９：00～16：00�

毎週月～金曜  ９：00～16：00�

毎月第２日曜 13：00～16：00�

毎月第４日曜 18：00～21：00�

今月は開催しません�

144-7926

法 律 相 談 �

市 政 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �

（ 人 権 ・ 行 政 ） �

毎週火・木曜 13：00～16：00�

※要電話予約�

毎週火曜 10：00～15：00�

※要電話予約�

毎週土・日曜 10：00～16：00�

※５日・６日を除く�

毎月第３水曜 10：00～15：00�

※要電話予約�

毎月第３月曜 10：00～15：00�

※要電話予約�

毎月第２水曜 13：00～16：00�

※要電話予約�

毎週月～金曜  ９：00～16：00�

毎週土曜  ９：00～11：30

初 石 公 民 館 �

南 流 山 セ ン タ ー �

子 育 て 電 話 相 談 �

酒 害 相 談 �

登 記 相 談 �

�

交 通 事 故 相 談 �

�

不 動 産 相 談 �

�

〃�

�

〃�

�

�

�

〃�

�

〃�

�

〃�

�

�

〃�

�

〃�

�

�

�

〃�

�

〃�

�

〃�

�

�

〃�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

社会福祉課150-6079

問

問

問
問

問

問

問

国
民
年
金
に

加
入
を

選
挙
啓
発
の

書
き
初
め
募
集

農
業
委
員
の

選
挙
人
名
簿
登
載

eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent
eventevent

今
月
の
催
し�
今
月
の
催
し�

★
印
の
あ
る
も
の
は�

　
　
市
主
催
の
も
の
で
す�

information
information
information
information
information
information
information
information
information
information
information

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

年
始（
一
月
一
日
〜
三

日
）と
休
日
は
、
休
日
診

療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

受
付
時
間
＝
９
時
〜

11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

30
分
（
歯
科
は
11
時
30
分

ま
で
）
※
内
科
・
小
児
科

に
つ
い
て
は
、
夜
間
は
市

内
の
医
療
機
関
が
当
番
制

で
診
療
。
当
番
医
は
あ
ら

か
じ
め
市
消
防
本
部
1
58

―
０
１
１
９
で
確
認
を

□
休
日
診
療
所
1
55
―

３
４
５
６

休

日

の

�

救
急
医
療�

相談あんない

�
�
�
�
�
�
�
�
平成13年９月生まれの乳児対象�
平成12年６月生まれの幼児対象�
平成10年10月生まれの幼児対象�
�
�
�
�
�
�
�
０歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
疾病、加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、日
常生活動作訓練等を実施※事前に問い合わ
せを�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
保健センター�
保健センター�
保健センター�
�
�
�
�
�
�
保健センター�
東 部 公 民 館 �
南流山福祉会館�
�
保健センター�
�
�
�
�
保健センター�
�
�
保健センター�
�
�
保健センター�

保健センター�

南流山センター�

�

―――――�

場　　所�内　　容� 期日・受付時間� 備　　　　　考�
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３カ月児健康診査�
１歳６カ月児健康診査�
３歳児健康診査�
�
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�
育 児 相 談 �
�
�
むし歯予防教室�
�
�
�
�
成 人 健 康 相 談 �
�
�
�

リ ハ ビ リ 教 室 �

ハローベイビー�

乳幼児健康相談�

食 事 相 談 �

発 達 相 談 �

すくすく健康相談�

�
�
�
�
�
�
�
�
22日・23日　12：45～13：45�
15日・16日　12：45～13：45�
 ８日・ ９日　12：45～13：45�
�
�
�
�
�
�
17日　９：30～10：30�
25日　９：30～10：30�
29日　９：30～10：30�
�
�
�
28日�
※時間は申し込み者に個人通知�
�
17日　９：30～11：30�
�

16日　10：15～10：30�

24日　10：15～10：30�

�
保健センター�18日　９：45～10：00�

月曜コース�
21日・28日　10：00～�
�
水曜コース�
16日・23日・30日　10：00～�
�

30日　13：00～14：00

７日・21日・29日�
※時間は申し込み者に個人通知�

30日　13：00～14：00

妊娠５～８カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で�

発育などに心配のある乳幼児対象。母子
健康手帳を持参※要予約�

発達などに心配のある乳幼児対象。母子
健康手帳を持参※要予約�

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。
母子健康手帳を持参�

生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象
食事調査あり。21日までに申し込みを�

４～５カ月児の離乳食指導。母子健康手
帳、器とスプーンを持参。定員20人※先
着順・要予約�

９～12カ月児対象。子どもの歯と食生活
について。歯ブラシ、おしぼりを持参。
定員15組※先着順・要予約�

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上
の相談、軽体操など。健康手帳・検診記
録カードを持っている方は持参�

２歳２カ月児対象（29日は１・２回参加
済みの幼児対象）。１歳６カ月児健康診
査時に申し込みを�

11日・18日・25日�
　　　 14：00～16：00

柏 保 健 所 �

柏 保 健 所 �

柏 保 健 所 �

療 育 相 談 �

発 達 相 談 �

心 の 健 康 相 談 �

24日　13：00～14：00�

24日　13：00～14：00

整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対
象。母子健康手帳を持参�

首が座らない、歩かないなどの発達の遅れが心配
な０～１歳児対象。母子健康手帳を持参※要予約�

精神病や精神神経症など、心の病で悩んでい
る方対象。医師による相談は要予約�

保健あんない保健センター
154－0331

柏保健所
167－1255

※期日・受付時間欄に―――印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
い場合は保健センターへ問い合わせを

問



酒
田
は
港
町
で
す
か
ら
、
船

の
安
全
を
祈
願
す
る
と
い
う
意

が
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
ソ
ウ
ル
の
出
身
で

す
が
、
地
方
に
行
く
と
ま
た
違
う
料
理
や

味
付
け
が
あ
る
よ
う
で
す
。
手
作
り
の
キ

ム
チ
や
ナ
ム
ル
も
韓
国
の
食
卓
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
お
正
月
な
の
で
カ
ル
ビ
チ
ー

ム
に
韓
国
も
ち
を
入
れ
ま
し
た
が
、
日
本

の
お
も
ち
で
は
仕
上
が
り
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
な
け
れ
ば
入
れ
な
く
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

今
で
は
お
正
月
で
も
ス
ー

パ
ー
で
何
で
も
手
に
入
る
の

で
、
昔
ほ
ど
お
せ
ち
を
作
る

こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

母
が
作
っ
て
い
た
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
わ
た
し
も
作
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
関
西

は
薄
口
し
ょ
う
ゆ
を
使
う
の

で
、
料
理
に
ほ
と
ん
ど
色
が

付
い
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

薄
口
し
ょ
う
ゆ
の
方
が
塩
分

が
多
い
の
で
、
見
た
目
よ
り

は
味
は
し
っ
か
り
付
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

水
見
壽
男
　
選

（
流
山
市
東
深
井
865
―
111
）

平成14年１月１日（火曜日） (8)第1009号

原
稿
は
直
接

選
者
に
お
送

り
く
だ
さ
い�

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

ソ
ウ
ル
で
お
正
月
と
言
え
ば
ど
こ
の

家
庭
で
も
こ
う
い
っ
た
料
理
が
並
び
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
鯛
の
丸
焼
き
な
ど

い
は
母
か
ら
受
け
継
い
だ
味
を

伝
え
た
い
と
腕
を
振
る
い
ま

す
。
酒
田
は
、
昔
か
ら
北
前
船

が
出
て
い
た
の
で
、
北
海
道
や

京
都
、
大
阪
な
ど
の
文
化
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
あ

た
り
で
は
珍
し
い
棒
だ
ら
も
田

舎
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
て
甘
辛

く
照
り
煮
に
し
て
お
正
月
に
は

よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

丁
寧
な
下
ご
し
ら
え
と

ス
ー
プ
が
決
め
手

韓
国
風
お
正
月
料
理

棒
だ
ら
は
水
に
漬
け

ゆ
っ
く
り
戻
す
の
が
コ
ツ

関
西
風
お
正
月
料
理

●カルビチーム
（カルビの蒸し煮）
＜材　料（４人分）＞
骨付きカルビ５切れ、トック（韓国もち）、
クリ、ナツメ、ギンナン（飾り用に適宜）、
卵１個（黄身と白身にわけて味を付けずに薄
焼きにする）、唐辛子（飾り用。辛くないもの
を用意し、種をとって千切り）、たれ、砂糖、
酒、梨
＜作り方＞
①骨付きカルビを水に漬けて血を抜く
②すりおろした梨に砂糖と酒を加えて血抜き
したカルビを漬けて６時間以上置く
③たれ（しょうゆ、ごま油、ニンニク、ネギ、
炒りゴマ、水あめを混ぜる）を作る
④鍋に水を入れ、カルビを入れて強火で煮る
⑤１時間煮込んだら、③のたれを入れて30
分煮る
⑥クリ、トック、ナツメを入れてさらに15分
から20分煮る
⑦ギンナンと卵、唐辛子を飾り付けて出来上
がり
※カルビは血抜きをしっかりと。臭みや脂っ
こさがなく仕上がります。おいしいたれを作
るのがポイント

●棒だらの煮付け
＜材　料（４人分）＞
棒だらの干物１切れ、砂糖大３、濃い口しょうゆ
80cc、みりん少々、だし汁（鰹節と昆布）
＜作り方＞
①棒だらを水に漬けて３日間かけて戻す。水はかえなく
てよい
②鍋に棒だらを入れ、砂糖大３、濃い口しょうゆ
80cc、みりん、だし汁を鍋にひたひたになるくら
い入れる
③初め強火で10分、その後弱火で30分以上煮込み、
水分を飛ばして煮含めて出来上がり
※魚料理ですが、だし汁を入れないとおいしくない。
３日間かけてゆっくり棒だらを戻すこと

●ユリ根の甘煮
＜材　料（４人分）＞
ユリ根（丸のまま２個くらい）、白だし、砂糖小１
＜作り方＞
①ユリ根は、根や汚れを落とし、バラの花のように包丁で切れ目を入れる
②鍋に水を入れ、白だしと砂糖を加えてユリ根を煮る
③５分くらい強火で煮て火を止め、そのまま蒸す
※煮すぎるとばらばらに形が崩れるので注意。白だしを使って、白く仕上げる

●韓国風雑煮
＜材　料（４人分）＞
トック、だし汁（牛か鶏のスープ）、卵（黄身
と白身をわけて薄焼き）、牛肉（できれば薄切
り肉をたたいてミンチにする）、ごま油（仕
上げ用に少々）、韓国ノリ、ネギ、唐辛子
（飾り用適宜）
＜作り方＞
①スープをとって、味を調える
②牛肉を細かくたたいてたれ（カルビチーム
で使ったもの）を入れ、30分から１時間
おいてから炒める
③スープにトックを入れて少し煮込む。出来
上がりにごま油を少々たらす
④皿に盛り付け、牛肉、ノリ、ネギ、唐辛子
を散らして出来上がり
※シンプルな料理ですが、スープの味が大切。
牛肉はひき肉ではなく、細切れ等を細かく切
ってたたいたほうがおいしく仕上がる

●お雑煮

＜材　料（４人分）＞
ささがきゴボウ、大根（いちょう切り）、ニンジン（いちょう切り）、
芋ガラ（熱湯で下ゆで）、つきコンニャク、里芋、油揚げ、ネギ、ワ
ラビ、セリ、マイタケ、干しシイタケ、もだし（なめこに似たぬめ
りをもつキノコ）、岩ノリ（なくてもよい）、丸もち、だし汁（鰹
節・昆布）1500cc、しょうゆ70cc、塩少々、砂糖、酒

＜作り方＞
①鰹節と昆布で濃い目にだしをとる
②材料は小さく切り、コンニャクやワラビはあくを抜く。硬いもの
からだし汁の中に入れ、味が染み込むまで20分くらい煮る
③セリ、ネギを入れて火が通ったら出来上がり

具
だ
く
さ
ん
の
お
雑
煮
は

手
間
暇
掛
け
て

酒
田（
山
形
県
）の
お
正
月
料
理

佐藤 好子 さん
（宮園１丁目在住）

張替 久美子さん
（加三丁目在住）

崔　美 淑 さん
（加三丁目在住）

左上からチョンガキムチ、ナムル、カキとイカのチヂミ

左下からカルビチーム、韓国風雑煮

左の重箱～左上からかまぼこ、棒だらの煮付け、ユリ根の甘煮、エビの塩ゆで

右の重箱～左上から里芋、黒豆、レンコン、タケノコ、シイタケ、コンニャク

左から棒だらの照り煮、干し柿入りなます、お雑煮

俳句小
春
日
や
静
か
に
混
め
る
絵
画
展

岬
遠
く
黄
金
散
ら
し
て
ゐ
る
初
日

書
き
終
へ
し
賀
状
を
部
屋
に
並
べ
け
り

掛
け
替
へ
し
カ
ー
テ
ン
眩
し
冬
支
度

暁
闇
の
鵙
猛
り
鳴
く
大
和
か
な

〔
評
〕
一
句
目
　
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
美
術
展
た
け
な
わ
の
季
節
と
な
る
。
ま
る

で
春
を
思
わ
せ
る
日
和
の
中
を
絵
画
鑑
賞
な
ど
心
の
癒
し
に
通
ず
る
。
静
か
に
混
め

る
の
措
辞
に
句
作
の
技
を
見
せ
る
。
二
句
目
　
初
日
の
出
の
海
原
の
景
。
岬
を
遠
く

に
置
い
て
波
間
の
き
ら
め
き
が
日
の
出
の
綾
と
な
る
。
三
句
目
　
何
で
も
な
い
光
景

の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
書
き
終
え
た
賀
状
を
並
べ
て
、
誰
彼
の
風
信
に
思
い
を
致
す

心
の
裡
を
句
に
描
く
。
感
慨
新
た
な
思
い
も
あ
る
。
四
句
目
　
こ
ん
な
事
に
も
冬
支

度
の
心
づ
も
り
が
あ
る
の
か
と
、
女
性
の
大
変
さ
に
思
い
当
た
っ
た
次
第
。
防
寒
と

部
屋
の
模
様
替
え
の
両
面
へ
の
心
遣
い
。
五
句
目
　
早
朝
の
鵙
の
縄
張
り
へ
の
猛
り

で
あ
る
。
大
和
は
日
本
と
い
う
意
味
か
。
句
の
大
き
さ
を
示
唆
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

美

　

田

こ
う
の
す
台

富
士
見
台

野

々

下

松

ケ

丘

山
田
　
敬
司

狼
　
　
　
司

後
閑
　
達
雄

大
野
　
和
子

瀬
下
　
猛
男

武
田
静
江
　
選

（
流
山
市
松
ケ
丘
4
―
505
―
90
）

短歌幾
た
び
の
ド
ラ
マ
を
重
ね
迎
え
た
る
米
寿
晴
れ
ば
れ
曽
祖
父
と
な
る

ひ
と
部
屋
を
隔
て
て
聞
き
い
る
琴
の
音
に
「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と
夫
声
か
け
る

聖
三
代
傘
寿
と
な
り
顕
世
に
栄
え
し
国
家
の
福
祉
に
浴
す

秒
針
が

最
後
の
一
秒
を
刻
ん
だ

過
去
と
別
れ

新
し
い
生
命
を
育
む
た
め
に

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
い
い

暖
か
い
と
も
し
び
に
出
会
え
た
な
ら

わ
た
し
の
窓
を
大
き
く
開
い
て

冷
え
た
心
を
あ
た
た
め
よ
う

そ
の
と
も
し
び
に

希
望
の
光
が
み
え
た
な
ら

古
い
涙
を

そ
っ
と
拭
い
て

明
日
に
向
か
っ
て

思
い
っ
き
り

祈
り
を
捧
げ
た
い

宮
田
登
美
子
　
選

（
流
山
市
江
戸
川
台
西
4
―
109
）

詩

新
し
い
光

〔
評
〕
岡
田
氏
　
喜
怒
哀
楽
、
会
者
定
離
、
人
生
の
騒
音
の
な
か
を
、
く
ぐ
り
抜
け

て
新
世
紀
に
ま
み
え
ら
れ
た
。
か
つ
て
の
い
く
さ
で
生
命
の
危
機
を
も
脱
却
し
得
た

幸
運
で
の
米
寿
で
あ
る
。
下
句
に
晴
れ
ば
れ
と
心
情
を
吐
露
さ
れ
「
曽
祖
父
と
な
る
」

に
望
外
の
喜
び
が
重
な
り
一
家
の
希
望
が
表
出
さ
れ
た
。
富
田
氏
　
琴
に
娯
楽
と
憩

い
の
空
間
を
得
て
爪
弾
（
つ
ま
び
）
く
ひ
と
と
き
、「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と
ひ
ょ

う
ひ
ょ
う
と
し
た
夫
の
言
葉
の
あ
や
も
優
し
く
、
ほ
ん
わ
か
な
夫
婦
の
ひ
と
こ
ま
で

あ
る
。
戸
部
氏
　
八
十
歳
を
迎
え
ら
れ
て
現
在
の
福
祉
国
家
の
恩
恵
に
感
謝
の
意
が

喜
び
と
な
っ
た
。
定
型
短
歌
の
助
詞
（
て
に
を
は
）
句
の
接
続
に
は
め
こ
み
、
漢
詩

的
を
抒
情
の
調
べ
に
す
る
。

西

初

石

野

々

下

野

々

下

岡
田
正
五
郎

富
田
き
よ
子

戸
部
　
三
郎

西
初
石

沢
田
　
正
志

〔評〕最後の一秒を刻む秒針、これは作者
の心の区切りとしての新しい幕開けの瞬間
を捉えたものでしょう。緊張感のある透明
で美しいイメージの一連はタイトルを変え
ればそれだけで作品は成立します。人は希
望を見出すことで悲しみや苦しみを乗り越
えて行きます。嫌なことが多い世の中です
が、どんなに小さくてもいい、美しいもの
を見つけるために前進する一年でありたい
ものです。

味
で
お
雑
煮
も
精

進
料
理
風
に
肉
を

入
れ
ず
に
作
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
た

く
さ
ん
の
野
菜
が

入
る
の
は
珍
し
い

と
友
人
に
は
言
わ

れ
ま
す
ね
。
子
ど

も
も
主
人
も
こ
の

お
雑
煮
が
大
好
き

で
す
。
料
理
で
も

手
軽
に
手
早
く
で

き
る
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す

が
、
お
正
月
く
ら

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています


